
婚姻届 記入例

　※一方または双方が外国人の場合はお問い合わせください。

・実父母の氏名を記入してください。
・父母が婚姻中の場合は、母の氏は記入不要です。
※すでに亡くなられている場合でも記入が必要です。
※夫婦どちらかが養子、養女のときは養親の氏名を「その他」欄に記入し
てください。

夫の氏または妻の氏を選び□にしてください。（夫婦同一の氏）
氏を称する人がすでに筆頭者の場合は、その戸籍に氏を改める人が入りま
すので、「新本籍」は記入不要です。
氏を称する人が筆頭者でない場合は、夫婦について新しい戸籍がつくられ
ますので、希望する本籍を記入してください。

婚姻前の氏名で必ず本人が自署
し、押印してください。

届出日を記入してください。

戸籍全部事項証明書（戸籍謄
本）の字体どおり記入してくだ
さい。

戸籍全部事項証明書（戸籍謄
本）どおり本籍地を記入してく
ださい。
外国人のときは国籍だけ記入し
てください。

昼間連絡のとれる電話番号を必ず記入してください。

国勢調査の年のみ記入してくだ
さい。

・成人２人（以上）の証人が必要です。
・必ず証人者本人が自署し、印鑑は各自別々のものを使用してください。
・外国人が証人になる場合は、氏名は本国名、生年月日は西暦、本籍は国
名を記入してください。押印の習慣のない国の人は署名のみで足ります。

「筆頭者氏名」には、戸籍のは
じめに記載されている人の氏名
を記入してください。

まだ挙式も同居もしていない場
合は、空欄のままにしておいで
ください。

再婚のときは、直前の婚姻につ
いて書いてください。内縁のも
のは含まれません。

同居前の夫婦の世帯の仕事を選
んで、該当する箇所にしてく
ださい。

婚姻届と同時に住所を移す届出
（転入届等）をする場合は、新
住所を記入してください。

未成年者の婚姻には父母の同意が必要です。
同意書を添付するか、「その他」欄に署名押印してください。
　「この婚姻に同意します　夫の（妻の）父　○○　△△　㊞
　　　　　　　　　　　　　夫の（妻の）母　○○　□□　㊞　」


